
北海道函館聾学校（令和６年１２月２３日作成）

１２月２０日（金）に、幼
稚部のクリスマス会がありま
した。

ALT の先生が扮するサンタ
さんからプレゼントをもらっ
た後、深堀保育園のお友だち
１６名と２名の先生が来校し
てくれました。いつもは保育

園にお邪魔することが多い本校の子どもたちです
が、当日はお迎えする立場になりました。子どもた
ちは何だか緊張感を感じながらも沢山のお友だちを
前に嬉しそうでした。はじめに、深堀保育園のお友だちが歌を振り付で歌ってく
れてとても可愛いかったです。右上の写真は、出し物のお遊戯の中で、保育園の
お友だちみんなでお祈りのポーズをしているところです。
次に、本校の３人が鍵盤ハーモニカなどを使って演奏しました。音を合わせる

のはなかなか難しそうでしたが、堂々と発表している姿は立派でした。そして、
保育園の皆さんにプレゼントがあることを伝え、
一人一人にクリスマスカードとお菓子のプレゼ
ントを渡すことができました。年長さんは「ク
リスマスカードを作りました。どうぞ。」と手話
付きで一人一人に語り掛けながら渡しました。
堂々としていてさすが
です。カードの数を見
ると子どもの人数分作
ってあり、大変だった
ろうなと思いました。
さらに、その後には、

先生方の出し物が始ま
りました。「キラキラ隊」と名付けた先生方のグループ
は、様々な楽器を持ち寄り、プロ並みの演奏を聴かせ
てくれました。キーボード、三線（さんしん）、リコー
ダー、ベル、ユーホニアム、カホンという楽器を使って
本格的な演奏を聴かせてくれ、子どもたちはとても引き
つけられ、聞き入っていましたし、見入っていました。

子どもたちにとってと
ても印象に残るクリスマ
ス会になったと思いま
す。深堀保育園のお友だ
ちも楽しんでくれたのではないでしょうか。
キラキラ隊と称する本校の先生方の出し物は、

子どもたちに喜んでほしいというサービス精神か
ら生まれました。幼稚部ホールは、後ろの方まで
満員のギャラリー（保護者や本校の先生方、小学
部の子どもたち）で埋まって、賑やかな会になり
ました。楽しい時間を過ごせて良かったです。


